
 

 

牛久市教育委員会１０月定例会会議録 

 

 

１．日  時  平成２６年１０月２０日（月）午後１時３０分 

２．場  所  市役所分庁舎 第１会議室 

３．出席委員  後藤 雅宣・石井 美知夫・染谷 郁夫・宮原 節子・芦田 亜里香 

４．委員以外  教育部長         吉田 次男 

の出席者  次長           中澤 勇仁 

      次長           川井 聡 

教育総務課    課長  川真田 英行 

指導課      課長  柴崎 卓也 

児童クラブ課   課長  山岡 勉 

生涯学習課    課長  手賀 幸雄 

中央図書館    館長  栗山 雄一 

社会体育課    課長  木村 光裕 

教育総務課   課長補佐  富田 真幸 

教育総務課   課長補佐  戸塚 美幸 

教育総務課   課長補佐  森田 明 

指導課    課長補佐  山口 明 

児童クラブ課 課長補佐  柳林 晴美 

生涯学習課  課長補佐  横瀬 幸子 

生涯学習課  課長補佐  山越 義弘 

社会体育課  課長補佐  飯島 美博 

社会体育課  課長補佐  高橋 頼輝 

５．会議録署名人 教育委員 石井 美知夫 

６．議  題 

諮問第 ３号 牛久市障害児就学指導委員会への諮問について 

報告第１１号 牛久市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

について 

報告第１２号 牛久市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例について 

報告第１３号 牛久市放課後児童対策施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例について 

報告第１４号 牛久市放課後児童対策施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を

改正する規則について 

報告第１５号 牛久市放課後児童対策施設の開放に関する規則の一部を改正する規則につ

いて 

報告第１６号 専決第１号牛久市嘱託医の委嘱について 

 

 

後藤委員長 

 

 

 

 

後藤委員長 

 

 

 

（あ い さ つ） 

 

開会を宣言する。 

会議録署名人 石井 美知夫 委員を指名する。 

 

諮問第３号「牛久市障害児就学指導委員会への諮問について」「地方教育行政の

組織及び運営に関する法律」第１３条第６項により出席委員の３分の２以上の

多数で議決したとき非公開にできる。 



 

 

 

 

 

 

後藤委員長 

 

 

 

後藤委員長 

 

 

 

 

児童クラブ課長 

 

 

 

 

 

 

後藤委員長 

 

 

児童クラブ課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後藤委員長 

 

 

 

 

児童クラブ課長 

 

 

 

 

 

 

 

本議案について非公開の賛否を諮る。 

 

全員賛成のため非公開に決定 

 

 

 

以上で委員会の非公開を解除する。 

 

 

 

続きまして報告第１１号「牛久市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例について」事務局より説明をお願いします。 

 

 

 

本件については、児童福祉法の改正によって、児童クラブにおける設備及び運

営に関する基準につきまして厚生労働省が定める省令基準を踏まえ地方公共団

体が条例で定めなければならないことになったことに伴い、平成２６年第３回

市議会定例会に上程しまして議決されましたので別紙のとおり報告するもので

す。 

 

 

私たちが、教育委員として抑えていた方が良い点は、どのようなところか。 

 

 

まず、第９条設備の基準が挙げられると思います。専用区画と言いまして、児

童クラブの一人当たりの面積ですが児童一人につき概ね１．６５㎡以上でなけ

ればならないとなっています。次に第１０条職員の数ですが、支援の単位ごと

に２名以上となっています。また、児童支援員については、保育士とか教員免

許とかの資格が必要になってきます。さらに県が行う研修を受けるようになり

ます。次に第１８条開所時間及び日数についてですが、小学校の授業が休みの

時は１日８時間、休みの時以外は１日３時間児童クラブを開設することになっ

ています。また、児童クラブを開設する日数は、１年につき原則２５０日以上

となっています。 

 

 

 

続きまして報告第１２号「牛久市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例について」事務局より説明をお願いし

ます。 

 

 

本件につきましては、先ほど説明しました「牛久市放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定める条例」により「児童クラブ指導員」が「放

課後児童支援員」になったことにより条例中の別表を改正するものです。また、

新たに「放課後児童補助支援員」を追加します。報酬につきましても、放課後

児童支援員を「９００円以上１，５００円以下で市長が定める額」に、放課後

児童支援員を「９００円以上１，０００円以下で市長が定める額」に定めるも

のです。 

 



 

後藤委員長 

 

 

 

 

児童クラブ課長 

 

 

 

 

 

後藤委員長 

 

 

 

 

児童クラブ課長 

 

 

 

 

 

後藤委員長 

 

 

 

 

児童クラブ課長 

 

 

 

 

 

 

 

後藤委員長 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

後藤委員長 

 

 

続きまして報告第１３号「牛久市放課後児童対策施設の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例について」事務局より説明をお願いします。 

 

 

 

本件につきましても、条例改正により「児童クラブ指導員」が「放課後児童支

援員」になり「放課後児童補助支援員」が追加されたことにより条文中の名称

を改めるものです。 

 

 

 

続きまして報告第１４号「牛久市放課後児童対策施設の設置及び管理に関する

条例施行規則の一部を改正する規則について」事務局より説明をお願いします。 

 

 

 

本件につきましては、条例改正により「児童クラブ指導員」が「放課後児童支

援員」になり「放課後児童補助支援員」が追加されたことにより規則中の名称

を改めるものです。 

 

 

 

続きまして報告第１５号「牛久市放課後児童対策施設の開放に関する規則の一

部を改正する規則について」事務局より説明をお願いします。 

 

 

 

本件につきましては、現在、小学校に児童クラブがありますが、１つだけ神谷

小さくら台児童クラブということで単独の施設があります。こちらの施設は、

現在、子育て団体等に開放しておりまして、施設の開放に関する規則の中でさ

くら台児童クラブの指導員が運営協議会の構成員となっていることから名称を

「神谷小さくら台放課後児童支援員」に改正するものです。 

 

 

 

続きまして報告第１６号「専決第１号牛久市嘱託医の委嘱について」事務局よ

り説明をお願いします。 

 

 

本件については、牛久市教育委員会教育長に対する事務専決規程第２条により

専決処分した件について、報告するものです。向台小学校の学校医である森山

晃医師が１０月１５日の就学児検診について体調不良のため「足立 秀喜」医

師を推薦されました。このため正式な手続きをとり学校医として委嘱をしたう

え代行としてやっていただいたので報告します。 

 

 

 

以上で本日の議事は終了する。 

続いて教育長からの報告。 



 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

川井次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会の広報強化のため元北海道庁の広報を担当していた職員を採用しま

した。今後、シティプロモーションを発信していきます。 

１０月１８日に市内のＰＴＡの方に牛久市の小中学校整備についての説明会を

開催しました。詳しくは、部長から報告します。 

 

 

一昨日、１０月１８日に市内各小中学校、幼稚園のＰＴＡ会長、副会長、学校

長、園長約５０人を集めまして牛久市の今までの教育施設の整備状況と今後の

整備計画及びひたち野地区の中学校に関する説明をしました。政治的な話は、

市長からしていただきまして、私どもは事務的な流れをこの資料をもとに詳し

く説明しました。現在の状況を理解していただく目的で説明を行いました。質

疑応答は思った以上になく、二人の方からあっただけでした。内容につきまし

ては、川井次長から説明します。 

 

 

今回は、今まで教育委員会が行ってきた施設整備について詳しく説明させてい

ただきました。平成１５年度の牛久第二小学校の校舎のリニューアル、大規模

改修工事ということで木質化やトイレの改修工事を行ったということやこの工

事以降、教育委員会としては、毎年、計画をしっかり立てた中で計画性をもっ

てこれまでも、今後も教育施設の整備を行ってきましたし、行っていきますと

いうことをＰＴＡの皆様にお知らせさせていただきました。平成２７年度以降

につきましても、今後５年間で約５４億円の整備計画があります。これは、６

月に請願として出されたひたち野地区の新しい中学校の建設費を除いた場合の

額となっています。下根中学校の増築工事については、当初から予定を立てて

おり、今年度の当初予算では下根中学校の増築の実施設計費約５８００万円を

計上し議会の承認をいただいていることをお話させていただきました。牛久市

の学校整備の大きな柱として、建物のリニューアルと耐震対策があります。建

物のリニューアルについては、内装の木質化やトイレの洋式化などを行い、建

物本体の長寿命化を図っていきたいと思っています。耐震対策につきましては、

昭和５６年以前の建物については耐震対策を行わなければならず、今まで、５

６年以前の建物を中心に耐震対策を行ってきました。牛久市の特徴としては、

耐震工事だけを行うのではなく、耐震工事と併せて大規模改修、建物のリニュ

ーアルを行うことが挙げられます。建物のリニューアルを行うことで子供たち

の教育環境、ハード面の教育環境を他の市町村と比べても大幅に向上させてい

るということが牛久市の方針であることを説明させていただきました。今後に

つきましては、昭和５７年以降に建てられた建物について、耐震補強をする必

要がなかったために、大規模改修を行っていない学校が３つほど残っています

ので、そういったところをニリューアルしていきます。体育館についても、耐

震基準を充たしていない部分が多くそういったところをやっていきます。特に

牛久一中の体育館については、建築後５０年を経過しており、１年でも早く建

て替えをしたいということを訴えさせていただきました。 

下根中学校の増築に関しましては、平成２９年４月の段階で教室数が不足する

ことが明らかになっていますので、平成２８年度中に増築工事を予定していま

す。また、下根中は平成５７年度に建築されましたので、耐震基準は充たして

いますが、大規模改修を行っていない学校の１つですので、平成３０年度には

今回の増築と併せて計画的に大規模改修を行っていくことを報告させていただ

きました。牛久市の建物を建てる方針として、国庫補助金を有効に活用した中

でなるべく市の持ち出し分を少なくして学校を初めとするインフラを整備して



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後藤委員長 

 

 

川井次長 

 

 

 

 

後藤委員長 

 

 

 

川井次長 

 

 

 

中澤次長 

 

 

 

後藤委員長 

 

 

 

 

 

後藤委員長 

 

 

いくという大前提があります。文部科学省の方では、３年先の生徒数に応じた

教室数で補助金の額を算出します。従ってその分の補助金しかいただけません。 

ですから、５年先、７年先を見越して作っても市の持ち出しが多くなります。

現在は、増築ありきという中で新築等の設計をして増築等の工事も行っていく

という方針でいろいろな建築を進めていることをご説明させていただきまし

た。 

また、教育委員会として新築を推進してほしいという話がある中で新築はしな

いという判断はしていません。ただ、現状では今年度６５７名の生徒数で来年

度は若干３０名ほど減りまして６２０名くらい、再来年からまた、徐々に生徒

数が上がっていくという中で、大規模校という分類には入りますが、非常に質

の高い教育をしていただいております。そういった部分については、教育長先

生からお話をいただいたり、現場の先生である下根中の岩田校長先生からもま

ったく問題がないというお話をさせていただいた中である程度の規模であるこ

との方のメリットが小さいことより大きいというお話をしていただきました。 

繰り返しになりますが、新築はしないということは一言も言っておりません。

もう少し新築すべきかどうかということを時間をかけて生徒数の適正な推移を

見極められる段階まで結論を先延ばしにする必要があるというのが、現在の教

育委員会の見解であるということを述べさせていただきました。 

 

 

 

「リニューアル」という言葉は、行政用語でどういう時に使うのか。 

 

 

元々「大規模改造」という言葉を使っていたが、先ほど教育長から報告のあっ

た広報担当の職員から分かりにくいとの指摘があり「リニューアル」という言

葉が良いのではないかとの提案があったため使用した。 

 

 

私は、新しく贅沢なものを作り直すというイメージにとった。今回は、必要な

大改修又は大規模改修という表現の方が良いのではないか。 

 

 

我々も「大規模改修」という方が良いと思うが、今回は保護者の方を対象に説

明するので「リニューアル」という言葉の主婦的感覚を大切にしたいと思う。 

 

 

「放課後カッパ塾」、「土曜カッパ塾」についての報告。 

 

 

 

続いて各課からの報告 

 

 

各課より、事業等について報告 

 

 

 以上で１０月の定例会を終了する。 

 

 



後藤委員長 

 

 

 

 

 

次回は、１１月１７日（月）の開催となります。 

場所は、市役所分庁舎 第２会議室 

時間は、午後１時３０分 での開催となります。 

よろしくお願いします。 

  

 

 

 


